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3） 商業 

静岡県では、新幹線沿線都市における年間商品販売額はいくつかの都市を除き減少

している。長泉町で増加しているものの、新幹線停車駅か否かによる年間商品販売額

の差異はうかがえない。同様に、山口県でも山陽小野田市と下松市以外の都市では減

少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-286 年間商品販売額の推移（静岡県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-287 年間商品販売額の推移（山口県） 

東海道新幹線

在来線 

山陽新幹線 
在来線 

【出典】商業統計（平成 9年、平成 19 年）

【出典】商業統計（平成 9年、平成 19 年）
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図 5-288 年間商品販売額の推移（九州北西部） 

在来線 

【出典】商業統計（平成 9年、平成 19 年）
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4） 工業 

静岡県では、清水町を除くと遠州地域でのみ製造品出荷額が増加しているが、これ

らはいずれも工業集積の高い地域であることから、新幹線による直接的な効果とは判

断しがたい。また、九州北西部でも福岡市周辺や諫早市で増加がみられるなど、同様

である。 

一方、山口県では、新幹線停車駅を有する山陽小野田市、山口市、防府市、周南市

で製造品出荷額が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-289 製造品出荷額の推移（静岡県） 

 

 

 

表 5-28 製造品出荷額の規模（静岡県） 

 

 

 

 

 

【出典】工業統計（平成 18 年） 

25,000～ 15,000～20,000 10,000～15,000 5,000～10,000 ～5,000

浜松市 静岡市、磐田市 富士市、掛川市
沼津市、
袋井市、
牧之原市

熱海市、三島市、島田市、
焼津市、藤枝市、菊川市、
函南町、清水町、長泉町、

吉田町、森町

製造品出荷額（億円）

【出典】工業統計（平成 8年、平成 18 年）

東海道新幹線 

在来線 
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図 5-290 製造品出荷額の推移（山口県） 

 

 

表 5-29 製造品出荷額の規模（山口県） 

 

 

 

 

 

【出典】工業統計（平成 18 年） 

 

【出典】工業統計（平成 8年、平成 18 年）

山陽新幹線 

在来線 

15,000～20,000 10,000～15,000 5,000～10,000 ～5,000

周南市 防府市
下関市、

山陽小野田市、
宇部市、和木町

山口市、
下松市、
岩国市

製造品出荷額（億円）
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図 5-291 製造品出荷額の推移（九州北西部） 

 

 

表 5-30 製造品出荷額の規模（九州北西部） 

 

 

 

 

 

 

【出典】工業統計（平成 18 年） 

在来線 

【出典】工業統計（平成 8年、平成 18 年）

4,000～ 2500～4000 1000～2500 ～1000

福岡市、長崎市
筑紫野市、
鳥栖市、諫早市

佐賀市、神埼市

春日市、
大野城市、上峰町、
みやき町、小城市、
江北町、白石町、
太良町、鹿島市

製造品出荷額（億円）




